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『現象と秩序』（総目次：１号～９号） 

 

 

【第1号】（2014.10） 

創刊の辞 

論  説 

医療化する家庭と家庭化する医療 

―在宅医療のビデオ・エスノグラフィー(卒論版)－           齋藤 雅彦 

在宅医療文化のビデオエスノグラフィー 

―生活と医療の相互浸透関係の探求－     樫田 美雄 堀田 裕子 若林 英樹 

研究倫理の討議的達成の相互行為分析 

―福島原発事故・甲状腺検査評価部会のケーススタディー―         樫田 美雄 

大阪と奈良北部の方言に関する調査報告 

―待遇の助動詞ハル･ヨル･ヤルおよび「○○弁」意識―             村中 淑子 

 

【第2号】（2015.３） 

論  説 

地域芸能伝承の戦略と「受容者」たちの実態に関する研究 

―徳島県三番叟まわしを事例として―                            山木 ありさ 

中途診断の社会学  

―青年期に発達障害と診断されることの意味の分析―               大上 梨奈 

明治小説にみる京都方言 

―清水紫琴「心の鬼」（明治30年）を資料として            村中 淑子 

和歌山県北部におけるアスペクト表現「チャウ」について         村中 淑子 

在宅療養インタビューで発見された２つの課題 

―「病歴と生活歴のズレ問題」と「看取りのパラドックス問題」 

樫田 美雄 堀田 裕子 若林 英樹 

在宅療養の社交性とその意義に関する一断章 

―ALS患者Sさんの事例より―                                    堀田 裕子 

 

【第3号】（2015.10）  

論  説  

男性介護者のビデオエスノグラフィー  

―ある息子介護者を例に―                                       堀田 裕子  

医療コミュニケーション研究の方法論的議論と発展  

―『Communication in Medical Care』訳書からの検討―          石川 ひろの 
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悪いニュースと良いニュース：ニュースをどう伝えるか  

―メイナード博士講演記録(2004)―           講演 D.Maynard 翻訳 南 保輔 

「グレー」と「灰色」について  

―外来語と和語の類義語ペアの使い分け事例として―                村中 淑子 

＜研究ノート＞  

関西方言の自称詞・対称詞に関する覚え書き                        村中 淑子 

 

【第 4号】（2016.3） 小特集：専門職教育における社会学 

小 特 集 

小特集：専門職教育における社会学                  樫田 美雄 

コモンセンス・ファシリテーターとしての社会学            中澤 秀雄 

医科大学の社会学者                         金子 雅彦 

日本の医学部教育における社会科学教育の必要性           和泉 俊一郎 

医師養成教育での社会学の位置づけ 

―「薬害教育」からの展開可能性―                               本郷 正武 

    法学部・法科大学院における社会学教育はいかにあるべきか？         樫村 志郎 

論  説 

    色彩語「ブルー」について―明治・大正の文献から―                 村中 淑子 

  異文化理解が会話に現れる様子 

     ―ロシア人留学生 Mさんと私の対話から―                       山﨑 てるみ 

フィールドワークとデータセッションで気をつけること 

：エスノメソドロジーの態度とは 

     －第１回神戸 EMCA 研究会における講演記録(2014年 12月 20日)―  池谷 のぞみ 

 

【第４号補遺１】（2017.3） 

Mさんインタビュー記録 : 『現象と秩序』第４号掲載論文「異文化理解が会話に現れる様子

―ロシア人留学生Ｍさんと私の対話から―」関連資料                        山﨑 てるみ 

 

【第5号】（2016.10） 

論  説 

聴声当事者家族の生きるリアリティ                   中恵 真理子 

視覚障害者と歩行訓練士の相互行為の中の触覚についての覚え書き 

     西澤 弘行 南 保輔 坂井田 瑠衣  

佐藤 貴宣 秋谷 直矩 吉村 雅樹 

大阪におけるテ敬語の消長  

―大正・昭和初期の小説を資料として―                          村中 淑子 
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＜資料と資料解説＞ 

殉職警察官家族インタビュー（2件・沖縄）の検討 

―殉職の社会学のために―                                     樫田 美雄 

 

【第 6号】（2017.3）  

論  説  

関西方言におけるデスマス体の転訛形についての試論 

―『ＮＨＫ全国方言資料』を用いて―                              村中 淑子 

社会学を再帰的に問い直す試み 

―あるいは「論文投稿支援ワークショップ」実施報告４論文に関しての 

コンメンタール―                                              樫田 美雄 

生活の中の障害 

―軽度で非顕在的でかつ波と幅と時間的推移と場面性のある障害としての 

吃音と「工夫」の社会学―                        山田 実沙子 樫田 美雄 

日本的なマンガを描きたい 

―中国人留学生 Dさんにおける異文化理解と表現の的確さおよび洗練性－ 

山﨑 てるみ 樫田 美雄 

 

【第 7号】（2017.10） 特集：多文化異文化交流と学園都市的食生活 

特  集 

特集：多文化異文化交流と学園都市的食生活                樫田 美雄 

地域と生協と大学 

―大学改革を展望するものとしての学園都市的食生活研究― 

              樫田 美雄 山下 正 相原 洋子 山本 昭宏 

健康的な生活のあり方と多文化理解 

―学術研究都市で実施したワークショップを通して― 

山下 正 樫田 美雄 相原 洋子 山本 昭宏 

世代間交流から考えた健康的な食生活習慣 

相原 洋子 樫田 美雄 山下 正 山本 昭宏 

論  説  

幼児による相互行為の理解と実践についての考察 

―祖母と孫の「質問―応答―評価」隣接対の分析から          飯田 奈美子 

相談援助演習における「沈黙」を理解するための取り組みとその実際 

―社会福祉士の養成校におけるアクティブラーニングを充実させるために― 

桃井 克将 
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ALS療養者共同体における在宅療養の工夫と文化創造 

－我々が見て考えることができるもの－          篠島 あかり 樫田 美雄 

ルールや環境から直接規定されないものとしての実践 

―女性競技者による車椅子バスケットボールの場合― 

藤野 久美子 樫田 美雄 

 

【第 8号】（2018.3）特集：社会学を基盤にした(ソーシャルワーク系)新専門職の可能性 

特  集 

特集：社会学を基盤にした（ソーシャルワーク系）新専門職の可能性     樫田 美雄 

「社会学を基盤にした新しい専門職」問題をソーシャルワーク論の視点から考える 

              江原 由美子 

大学における男女共同参画推進コーディネーターは専門職になり得るのか？ 

―社会学を基盤にした専門職についての一考察―                     巽 真理子 

研究者によるケアを、誰がいかに支えるか 

―研究者のための社会学―                                           木下 衆 

雑 誌 評 論 文 

雑誌評：『新社会学研究』                       松浦 智恵美 

論  説  

方言集『たつのくち 村ことば百景』について 

―「全国方言基礎語彙調査項目」を用いた分類の試み―              村中 淑子 

 

【第 9号】（2018.10） 特集：社会福祉専門職と社会学 

特  集 

特集：社会福祉専門職と社会学                      樫田 美雄 

政策科学と社会福祉学の方法論から「社会学を基盤とした専門職」構想を考える 

中根 成寿 

親支援職における社会学的視点とジェンダー視点の必要性 

―NPO と大学での支援経験から―                                   巽 真理子 

論  説 

出生前検査の選択性と問題性 

―出生前検査における女性／男性／遺伝カウンセラーの語りから―    菅野 摂子 

看護師育成におけるコミュニケーション学習の現代的課題 

―会話分析的探究―                                  舞弓 京子 樫田 美雄 

２つの連続した呪縛の観点からみた『吃音者宣言』 

高橋 まな穂 樫田 美雄 
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『現象と秩序』（１号～９号）論文一覧・著者名順（アルファベット順） 

 

著者名 論文名 号 頁 

相原 洋子  

樫田 美雄  

山下 正  

山本 昭宏 

世代間交流から考えた健康的な食生活習慣 

7号 23 

江原 由美子 「社会学を基盤にした新しい専門職」問題をソーシャルワーク論の視

点から考える 

8号 3 

藤野 久美子 

樫田 美雄 

ルールや環境から直接規定されないものとしての実践 

―女性競技者による車椅子バスケットボールの場合― 

7号 81 

本郷 正武 医師養成教育での社会学の位置づけ 

―「薬害教育」からの展開可能性― 

4号 39 

堀田 裕子 在宅療養の社交性とその意義に関する一断章 

―ALS患者 Sさんの事例より― 

2号 209 

堀田 裕子 男性介護者のビデオエスノグラフィー  ―ある息子介護者を例に― 3号 1 

飯田 奈美子 幼児による相互行為の理解と実践についての考察 

―祖母と孫の「質問―応答―評価」隣接対の分析から 

7号 31 

池谷 のぞみ フィールドワークとデータセッションで気をつけること 

：エスノメソドロジーの態度とは－第１回神戸 EMCA 研究会における

講演記録(2014年 12月 20日)― 

4号 99 

石川 ひろの 医療コミュニケーション研究の方法論的議論と発展  

―『Communication in Medical Care』訳書からの検討― 

3号 17 

和泉 俊一郎 日本の医学部教育における社会科学教育の必要性 4号 29 

金子 雅彦 医科大学の社会学者 4号 19 

樫田 美雄 研究倫理の討議的達成の相互行為分析  

―福島原発事故・甲状腺検査評価部会のケーススタディー― 

1号 103 

樫田 美雄 小特集：専門職教育における社会学 4号 1 

樫田 美雄 殉職警察官家族インタビュー（2件・沖縄）の検討 

―殉職の社会学のために― 

5号 49 

樫田 美雄 社会学を再帰的に問い直す試み ―あるいは「論文投稿支援ワークショ

ップ」実施報告４論文に関してのコンメンタール― 

6号 31 

樫田 美雄 特集：多文化異文化交流と学園都市的食生活 7号 1 

樫田 美雄 
特集：社会学を基盤にした（ソーシャルワーク系）新専門職の可能性 

8号 1 
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樫田 美雄 特集：社会福祉専門職と社会学 9号 1 

樫田 美雄 

堀田 裕子 

若林 英樹 

在宅医療文化のビデオエスノグラフィー 

―生活と医療の相互浸透関係の探求－ 

1号 95 

樫田 美雄   

堀田 裕子   

若林 英樹 

在宅療養インタビューで発見された２つの課題 

―「病歴と生活歴のズレ問題」と「看取りのパラドックス問題」 

2号 201 

樫田 美雄  

山下 正  

相原 洋子  

山本 昭宏 

地域と生協と大学 

―大学改革を展望するものとしての学園都市的食生活研究 

7号 2 

樫村 志郎 法学部・法科大学院における社会学教育はいかにあるべきか？ 4号 57 

木下 衆 研究者によるケアを、誰がいかに支えるか―研究者のための社会学― 8号 39 

松浦 智恵美 雑誌評：『新社会学研究』 8号 67 

舞弓 京子 

樫田 美雄 

看護師育成におけるコミュニケーション学習の現代的課題 

―会話分析的探究― 

9号 43 

D.Maynard 講演  

南 保輔 翻訳 

悪いニュースと良いニュース：ニュースをどう伝えるか  

―メイナード博士講演記録(2004)― 

3号 27 

桃井 克将 相談援助演習における「沈黙」を理解するための取り組みとその実際 

―社会福祉士の養成校におけるアクティブラーニングを充実させる

ために― 

7号 45 

村中 淑子 大阪と奈良北部の方言に関する調査報告 

―待遇の助動詞ハル･ヨル･ヤルおよび「○○弁」意識― 

1号 127 

村中 淑子 明治小説にみる京都方言 

―清水紫琴「心の鬼」（明治 30年）を資料として 

2号 19 

村中 淑子 和歌山県北部におけるアスペクト表現「チャウ」について 2号 173 

村中 淑子 「グレー」と「灰色」について  

―外来語と和語の類義語ペアの使い分け事例として― 

3号 57 

村中 淑子 関西方言の自称詞・対称詞に関する覚え書き 3号 69 

村中 淑子 色彩語「ブルー」について ―明治・大正の文献から― 4号 67 

村中 淑子 大阪におけるテ敬語の消長 ―大正・昭和初期の小説を資料として― 5号 33 

村中 淑子 関西方言におけるデスマス体の転訛形についての試論 

―『ＮＨＫ全国方言資料』を用いて― 

6号 1 

村中 淑子 方言集『たつのくち 村ことば百景』について 

―「全国方言基礎語彙調査項目」を用いた分類の試み― 

8号 79 
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中恵 真理子 聴声当事者家族の生きるリアリティ 5号 1 

中根 成寿 政策科学と社会福祉学の方法論から「社会学を基盤とした専門職」構

想を考える 

9号 3 

中澤 秀雄 コモンセンス・ファシリテーターとしての社会学 4号 3 

西澤 弘行   

南 保輔  

坂井田 瑠衣  

佐藤 貴宣  

秋谷 直矩  

吉村 雅樹 

視覚障害者と歩行訓練士の相互行為の中の触覚についての覚え書き 

5号 15 

大上 梨奈 中途診断の社会学  

―青年期に発達障害と診断されることの意味の分析― 

2号 191 

齋藤 雅彦 医療化する家庭と家庭化する医療 

―在宅医療のビデオ・エスノグラフィー(卒論版)－ 

1号 5 

篠島 あかり 

樫田 美雄 

ALS療養者共同体における在宅療養の工夫と文化創造 

－我々が見て考えることができるもの－ 

7号 61 

菅野 摂子 出生前検査の選択性と問題性 ―出生前検査における女性／男性／遺

伝カウンセラーの語りから― 

9号 23 

高橋 まな穂 

樫田 美雄 
２つの連続した呪縛の観点からみた『吃音者宣言』 

9号 61 

巽 真理子 大学における男女共同参画推進コーディネーターは専門職になり得る

のか？ ―社会学を基盤にした専門職についての一考察― 

8号 17 

巽 真理子 親支援職における社会学的視点とジェンダー視点の必要性 

―NPOと大学での支援経験から― 

9号 11 

山田 実沙子 

樫田 美雄 

生活の中の障害 ―軽度で非顕在的でかつ波と幅と時間的推移と場面

性のある障害としての吃音と「工夫」の社会学― 

6号 49 

山木 ありさ 地域芸能伝承の戦略と「受容者」たちの実態に関する研究―徳島県三

番叟まわしを事例として― 

2号 1 

山下 正  

樫田 美雄  

相原 洋子   

山本 昭宏     

健康的な生活のあり方と多文化理解―学術研究都市で実施したワーク

ショップを通して― 

7号 15 

山﨑 てるみ 異文化理解が会話に現れる様子 

―ロシア人留学生 Mさんと私の対話から― 

4号 81 
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山﨑 てるみ Mさんインタビュー記録  -『現象と秩序』第４号掲載論文「異文化理

解が会話に現れる様子―ロシア人留学生Ｍさんと私の対話から―」関

連資料 

4号 補

遺 

山﨑 てるみ  

樫田 美雄 

日本的なマンガを描きたい―中国人留学生 D さんにおける異文化理解

と表現の的確さおよび洗練性－ 

6号 77 
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【編集後記】 

  『現象と秩序』第 10 号記念号をお届けします．これまで，半年に１冊ずつ発行してき

ましたので，2014 年 10 月の創刊以来，刊行前の準備期間を入れて，丸５年がたったとい

うことになります．ひとつの区切りと考え，総目次（発行順と著者名順）を掲載しました．

また，この総目次の冒頭には，堀田委員による「ふり返り」が掲載されています．特集間

関係を中心に，本誌がゆるやかなまとまりをもって発行され続けてきたという内容です．

この記事と「総目次」をガイドにして，過去の号に掲載された諸論文を読み返して頂けれ

ば，幸いです（全ての号が WEB 上に存在し，かつ国立国会図書館にも入っています）． 

本誌は，一見ばらばらな論考の寄せ集め誌にみえます．しかし，一定の方向性はある（あ

るいは，出てきた），とも言えるのではないでしょうか．たとえば，本号の第２論文の末

尾では，つぎのような主張がなされています．「罵り表現の運用のされ方については，

粗雑どころかむしろ精密で洗練されたもの」（本号 35頁）であることが発見された，

という主張です．罵るときに，人はぞんざいな言い方をしますが，そのぞんざいさの

なかに，ぞんざいさにおいて，洗練が見い出される，というのです．過去に掲載され

たエスノメソドロジー系の論文においても，似た主張がありました．例えば，先号の

舞弓・樫田論文では，看護学生の「無駄な質問（知っているはずのことを聞く質問）」

中に，看護学生の「専門家的慎重さ」が読み取られています（9号 50頁）．両論文の

主張はともに，一見誤った/乱雑な「現象」のなかにも，有意味な「秩序」があること

の発見として，位置づけることができるでしょう．いずれも本誌らしい論文といえる

と思います．最近は『現象と秩序』という本誌の誌名が各論文から透けてみえるよう

になってきている，というと言い過ぎでしょうか． 

11号からは，堀田裕子氏に編集長を交代します．次の５年間も『現象と秩序』誌を，

どうぞよろしくお願いいたします．                  (Y.K.) 
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